
第12号 発行：阪神地区営農振興協議会　農業技術協議会　北部分科会

調査日：令和２年３月２４日 調査地区：猪名川・宝塚

ＩＲＡＣ
ＦＲＡＣ
コード

希釈倍率 使用回数

M5 1000倍 6回以内

11（C3） 2000倍 4回以内

7（C2） 2000倍 4回以内

4A 2000倍 3回以内

4A 2000～3000倍 2回以内

7（C2） 2000倍 3回以内

3A 3000倍 3回以内

6 2000倍 2回以内

※必ず農薬のラベルを確認してから使用基準を守って使用するようにお願いいたします。

※ＦＲＡＣは殺菌剤、ＩＲＡＣは殺虫剤の作用機構分類です。異なる数字の農薬を選ぶことで同じ

系統の農薬の連続使用を避けることができ、それによって抵抗性の発達を抑制することができます。

収穫3日前までアファーム乳剤ハモグリバエ類

収穫7日前まで

収穫前日まで

キャベツ
レタス

未成熟そらまめ

きぬさや
【豆類(未成熟、ただし
さやいんげんをのぞく)】

灰色腐敗病（今後注意）

アザミウマ類

たまねぎ

ｱﾌﾞﾗﾑｼ類（今後注意）

菌核病

　　　　★気温上昇に伴う病害虫の発生にご注意を！★
今回の調査ではたまねぎにアザミウマ・軽度のべと病、そらまめにアブラムシ類、キャベツに菌核病
等が確認されています。向こう一か月の平均気温が約80％の確率で平年より高い予報が出ており、病
害虫の発生を助長する恐れがあります。圃場内をよく観察し、早期発見・早期防除に努めましょう。

品目 病害虫名 薬剤名 使用時期

収穫前日まで

収穫7日前まで

収穫7日前までアブラムシ類

ダコニール1000

アミスター20フロアブル

※治療効果あり

アフェットフロアブル

ﾓｽﾋﾟﾗﾝ顆粒水溶剤（劇）

アディオン乳剤

べと病

収穫3日前まで

収穫前日まで

スタークル顆粒水溶剤

アフェットフロアブル

今後の注目病害虫
①たまねぎ　べと病 ②アザミウマ類

ＪＡ兵庫六甲のホームページにてカラーで掲載しております。

ホームページアドレス【https://www.jarokko.or.jp/　】　生産者の皆様へ→その他　からお入り下さい。

お問い合わせは　ＪＡ兵庫六甲お近くの営農支援センター、阪神農業改良普及センターまでお願いします。

③アブラムシ ④菌核病

●成虫や幼虫が、吸汁加

害する。作物の新芽や展

開中の葉裏に多く寄生す

る。 

●ウイルスに感染した作

物を吸汁すると、体内で

ウイルスを増殖させる。

その後、健全な作物にウ

イルス病を媒介する。 

二次感染株。葉身が黄化している。 

●葉に黄色がかった大型

斑点を形成し、多湿時に

は斑点状に白または暗紫

色のかびを生じる。葉の

多くは病斑部で折れ、ひ

どい場合には枯死する。 

●発病は、気温15℃前後

で曇雨天が続く場合に助

長され、好適条件におい

て病勢の進展はきわめて

速い。 

●成幼虫がネギやトマト・

きゅうりなどに寄生し、葉の

表層をなめるように加害する。

このため、食害された箇所は

色が抜けて白くなり、果菜類

では、吸汁による萎縮や奇形

果が見られる。 

●周辺雑草にも広く生育する

ため、ほ場環境を清潔にする。 

●淡褐色～灰褐色の不規則

な病斑を生じ、やがて葉が

しおれ、最後には被害部の

表面に、灰褐色～黒色でネ

ズミの糞状の菌核を形成す

る。 

●3～5月と9～11月は好適

な温度(15～20℃)であり、

この時期に降雨が続くと湿

度条件も好適となるので発

生が多くなる。 



品目 薬剤名 使用時期

ベネビアOD 収穫前日まで

アミスター20フロアブル 収穫3日前まで

アフェットフロアブル 収穫前日まで

はくさい

レタス

ダニサラバフロアブル

スターマイトフロアブル

<べたがけ>
作物に直接

かける

HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

支柱などを使って作物と
接しないようにかける

ねぎ

アザミウマ類 2000倍

【パスライトによるべたがけ栽培】

2000倍 ４回以内

いちご

防寒対策に被覆資材を活用しましょう！！

【パスライト】

収穫前日まで 3回以内

2回以内

1000倍
収穫前日まで

<浮きがけ>

２回以内

【カタツムリやナメクジの発生しやすい時期や原因は？】
カタツムリ類・ナメクジ類は４月～６月と９月～１１月によく見られます。
この時期は産卵時期となるため、食欲旺盛となり野菜類の被害が発生しやすくなります。

【防除方法】
・農薬を使用する場合の注意点
「スラゴ」「ナメキール」等の農薬は、農薬を食べた個体にしか効果がありません。
　食べやすいように複数箇所に配置してください。
「ナメキール」などメタアルデヒドを成分とする薬剤は
　水がかかると効果が低下するため、水がかからない
　ようにしてください。
「スラゴ」は作物にかからないように作物周辺あるいは
　株元の土壌表面に処理してください。
　作物上に粒がのった場合は払い落としてください。

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

2000倍

アブラムシ類

2000倍

  これからの低温期に向けて
作物の凍結防止や生育促進のため、被覆資材を利用しましょう。

  ただし日照量が少ない時期となるため光線透過率の高い被覆資材を使用しましょう。

【パオパオ】

ベネビアOD 2000倍

パオパオ９０はパスライトと同様の特長がある資材です。透光率はパスライトよりやや優
れています。青パオパオは、太陽光の光質をコントロールし赤色光に比べ遠赤色光を多く
通すことで、長日性の葉物野菜（ホウレンソウ、コマツナ、ミズナなど）で生育促進が期
待できます。

黒斑病

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまたは阪神農業改良普及センターまで　　　

希釈倍数

アブラムシ類

発生病害虫 使用回数

ハダニ類

定植後3回以内

【情報提供】　カタツムリ・ナメクジの発生について

防霜性に優れ生育を促進します。通気性・通水性・吸湿性にも優れ、さらに適度な保温性
がある資材です。透光率９０％と光をよく通し､生育障害の心配もほとんどありません。発
芽促進にも役立ちます。ホウレンソウ、コマツナ、シュンギク、レタス、ハクサイ、ダイ
コン、カブなど多くの作物で使用できます。被覆方法にはべたがけや浮きがけがあります
が、浮きがけの方が、保温性が高く、作物の傷や葉折れも少ないです。

第11号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

今回の調査では、太ねぎ・結球野菜を中心に調査を行いました。、太ねぎでは、スリップス被害株にスリップスの個体が確認さ
れ、病害では黒斑病が確認されました。結球野菜では、ヨトウムシ類の食害が多数みられ、アブラムシも確認しました。ハスモン
ヨトウのトラップ調査結果はやや減少傾向ですが、気温が平年より高い為、引き続き圃場をしっかり観察し、早期発見早期防除を
お願いします。

令和1年11月18日(月)

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

宝塚・猪名川

暖冬傾向です！引き続き病害虫に注意を！
調査日 調査地区 

ハクサイを食害するカタツムリ 

≪水がかからない工夫≫ 
乾かした牛乳パックの側面に、 
上に開くように切り込みを入れ、 
その中に薬剤を 
入れて配置する 



品目 薬剤名 使用時期

モスピラン顆粒水溶剤（劇） 収穫７日前まで

【予防】ジマンダイセン水和剤 収穫14日前まで

【治療】アミスター20フロアブル 収穫３日前まで

はくさい コテツフロアブル（劇） 収穫前日まで

キャベツ コテツフロアブル（劇） 収穫前日まで

ブロッコリー コテツフロアブル（劇） 収穫３日前まで

レタス コテツフロアブル（劇） 収穫前日まで

はくさい
キャベツ

ブロッコリー
レタス

スタークル顆粒水溶剤 収穫３日前まで

ダニサラバフロアブル

スターマイトフロアブル

2000倍 2回以内

注意すべき病害虫　アブラムシ類

1000倍

収穫前日まで ２回以内

2000倍

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまたは阪神農業改良普及センターまで　　　

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。
HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

コナガ・アオムシ
ヨトウムシ 2000倍 2回以内

コナガ・アオムシ
ヨトウムシ・ハスモンヨトウ

いちご ハダニ類
【年内～春先　ハダニが見えたら】

2000倍

2000倍 4回以内

ヨトウムシ・ハスモンヨトウ 2000倍 2回以内

アブラムシ類
【今後注意】

2000～3000倍 2回以内

2回以内

コナガ・アオムシ
ヨトウムシ・ハスモンヨトウ

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

発生病害虫 希釈倍数 使用回数

ねぎ

アザミウマ類 2000倍 ３回以内

黒斑病・さび病

〈生態と被害〉
　成虫や幼虫が、吸汁加害します。作物の新芽や展開中の葉裏に多く寄生します。特に群生して
発生した場合は、生育が遅れたり、排泄物で葉が黒く汚れ、すす病にかかることもあります。
　また、各種のウイルス病を媒介します。晴天・乾燥が続く環境で多く発生し、春や秋に多く見ら
れます。
　
〈防除ポイント〉
　作物の窒素含有量が多く、葉色が濃い植物を好む傾向にあるため適正施肥を心がけます。
葉裏にかかるよう薬剤散布を丁寧に行います。ただし世代交代が早いため、ローテーション散布
を心がけましょう。

〈その他〉
　本年も暖冬傾向にあり、アブラムシの発生が助長される可能性が高くなっております。出荷物
の品質を維持・向上させるために徹底的な防除をお願いします。
　特に、ハクサイ・キャベツ等の重量結球野菜については、葉裏及び株元に群生していることが
多いですので、出荷前に再度チェックをお願いします。

第10号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

令和元年10月29日 宝塚・猪名川

引き続き病害虫にご注意を！
今回の現地調査は太ネギ及びアブラナ科重量野菜を中心に巡回を実施しました。太ネギについては、黒斑病・
さび病及びアザミウマ、ハモグリバエの食害が見受けられました。ハクサイ・キャベツ・ブロッコリー・レタ
スについては、ハスモンヨトウ・アオムシ・コナガの発生が確認されています。また、今回はイチゴの重要害
虫である「ハダニ」の防除薬剤も記載しました。日本気象協会の長期予報によると、向こう３か月の平均気温
は平年並み～平年より高いが50％の確率となっています。今シーズンは暖冬傾向にあり、害虫にとっても活
動しやすい環境になりますので、圃場をしっかり観察し、早期発見早期防除をお願いします。

600倍 ３回以内

調査日 調査

葉裏に群生しているアブラムシ 



品目 薬剤名 使用時期

えだまめ プレバソンフロアブル５ 収穫３日前まで

モスピラン顆粒水溶剤（劇） 収穫７日前まで

【予防】ジマンダイセン水和剤 収穫14日前まで

【治療】アミスター20フロアブル 収穫３日前まで

ハクサイ
キャベツ

プレバソンフロアブル５ 収穫前日まで

ハクサイ 収穫14日前まで

キャベツ 収穫7日前まで

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまたは阪神農業改良普及センターまで　　　

注意すべき病害虫　①ハスモンヨトウ（エダマメ・アブラナ科類全般）

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。
HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

黒斑病・べと病
2000倍 4回以内

600倍

注意すべき病害虫　③アザミウマ類（ねぎ）

〈被害のようす〉
葉、葉鞘にはじめ白色の小斑点を生じます。やがて淡紫色となり、中型の楕円形～紡錘形の病斑となります。
発生中期には病斑は淡紫～暗紫色となり、大型の長楕円形～紡錘形となります。
発生後期には黒褐色～黒色の同心輪紋状となり、病斑部は折れやすくなります。
一つの病斑上に黒斑病、葉枯病、黒渋病およびさび病などの複数の病原菌が一緒に発生し、被害を大きくするケース
があります。
　
〈対策のポイント〉
罹病ねぎまたは他のねぎ類作物からの病原菌飛散により発生しやすいので、発生圃場の近辺では栽培しないようにし
ます。
多湿条件で発生しやすいので、圃場排水、風通しをよくします。
発生初期から定期的に農薬散布をしましょう。
肥料不足や過多は病気が発生しやすいため、適正な肥培管理を実施しましょう。
被害葉、株などは圃場外へ運び出し、焼却処分してください。

注意すべき病害虫　②黒斑病（ねぎ）

モスピラン顆粒水溶剤（劇） 2000～4000倍

希釈倍数発生病害虫

ハスモンヨトウ

３回以内

アザミウマ類

使用回数

３回以内

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

３回以内

第9号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

今回の調査に於いて、太ネギにおける黒斑病・アザミウマの食害が多く見受けられました。特に黒斑病については、著しい品質低下
を招く恐れがありますので、治療剤等での徹底防除をお願いします。また、ハスモンヨトウのトラップ調査結果は、猪名川管内で○
○匹でした。害虫にとっても活動しやすい環境になりますので、圃場をしっかり観察し、早期発見早期防除をお願いします。

令和元年9月24日 宝塚・猪名川

病害の蔓延に注意しましょう

4000倍

〈生態と被害〉

卵は数百個が一塊となって葉に産みつけられ、幼虫は成長すると
４ｃｍにもなります。
被害は６月頃から見られ、８月下旬頃から１０月まで被害が増加
します。
若齢幼虫は葉裏に生息し、葉を食害します。
　
〈防除ポイント〉
卵からかえった若齢幼虫（１～２齢）は集団となって葉を食害しますが、
その後成長するに従い分散していくので、若齢のうちに防除を行いましょ
う。

2000倍

5回以内

2000倍
ハスモンヨトウ
【今後注意】

3回以内

3回以内
アブラムシ類
【今後注意】

ねぎ

調査日 調査地区 

若齢幼虫の集

↑ ５齢幼虫 
（薬剤効きにくい） 

成虫 

被害にあった太ねぎ 

〈症状〉 
○成幼虫が葉の表層をなめるように加害します。 
〈虫の特徴・発生要因〉 
○非常に小さく細いため、よく観察しないと見えにくいです。確認が難しい場合は、白い
紙の上で葉をたたいて虫を落下させるとわかりやすくなります。 
○気温が高く、乾燥が続くと発生が多くみられます。 
〈対策〉 
○多発すると防除が難しいため、早めの防除を心がけます。薬剤はローテーション散布を
行います。 
○周辺雑草にも生息するため、除草してほ場環境を清潔にします。 
 

アザミウマ類による食

アザミウマ 



品目 薬剤名 使用時期

えだまめ プレバソンフロアブル５ 収穫３日前まで

モスピラン顆粒水溶剤 収穫７日前まで

【予防】ジマンダイセン水和剤 収穫14日前まで

【治療】アミスター20フロアブル 収穫３日前まで

なす コテツフロアブル 収穫前日まで

３回以内

4000倍

2000倍

生態と被害〉

卵は数百個が一塊となって葉に産みつけられ、幼虫は成長すると
４ｃｍにもなります。
被害は６月頃から見られ、８月下旬頃から１０月まで被害が増加
します。
若齢幼虫は葉裏に生息し、葉を食害します。
　
〈防除ポイント〉
卵からかえった若齢幼虫（１～２齢）は集団となって葉を食害しますが、
その後成長するに従い分散していくので、若齢のうちに防除を行いましょ
う。

2000倍

4回以内

〈被害のようす〉
葉、葉鞘にはじめ白色の小斑点を生じます。やがて淡紫色となり、中型の楕円形～紡錘形の病斑となります。
発生中期には病斑は淡紫～暗紫色となり、大型の長楕円形～紡錘形となります。
発生後期には黒褐色～黒色の同心輪紋状となり、病斑部は折れやすくなります。
一つの病斑上に黒斑病、葉枯病、黒渋病およびさび病などの複数の病原菌が一緒に発生し、被害を大きくするケース
があります。
　
〈対策のポイント〉
罹病ねぎまたは他のねぎ類作物からの病原菌飛散により発生しやすいので、発生圃場の近辺では栽培しないようにし
ます。
多湿条件で発生しやすいので、圃場排水、風通しをよくします。
発生初期から定期的に農薬散布をしましょう。
肥料不足や過多は病気が発生しやすいため、適正な肥培管理を実施しましょう。
被害葉、株などは圃場外へ運び出し、焼却処分してください。

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

第8号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

今回の調査では、えだまめ・太ねぎの巡回を重点的におこないました。えだまめにはヨトウムシの食害、太ねぎについては、大雨の影
響もあり病害痕がみられました。また、ハスモンヨトウのトラップ調査結果は、猪名川管内で６８匹（昨年：54匹）で、要防除密度
を下回っていますが、昨年よりも増加傾向にあります。今後、日中の気温が下がり、過ごしやすい時期になると害虫にとっても活動し
やすい環境になりますので、圃場をしっかり観察し、早期発見早期防除をお願いします。

令和元年９月9日 宝塚・猪名川

注意すべき病害虫　②黒斑病（ねぎ）

注意すべき病害虫　①ハスモンヨトウ

ハスモンヨトウの発生に注意を！！

希釈倍数

ハダニ類

発生病害虫

ハスモンヨトウ

３回以内

アザミウマ類

使用回数

３回以内

①大雨・長雨の対策
　・ほ場に雨水が停滞している場合は、早急にほ場の排水に努めましょう。
　・作物の早期回復を図るため、液肥の葉面散布等を行うことが効果的です。
　・雨が続く場合は、作物が湿っていても雨の合間に予防剤の散布をおこないましょう。

②乾燥（雨が長期間降らない場合）対策
　・セル苗を定植後、雨がない場合はできるかぎりかん水をおこない、活着をうながし
　　ましょう。
　・セル苗定植後、過乾燥が続くと、右図のように石灰欠乏症などの生理障害の発生
　　する可能性が高くなります。
　　特に本葉が６～７枚展開した頃から、できるかぎりかん水をおこないましょう。

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまたは阪神農業改良普及センターまで　　　

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。
HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

ねぎ
黒斑病・べと病

2000倍 4回以内

600倍

今後の水管理について

調査日 調査地区 

若齢幼虫の集

↑ ５齢幼虫 
（薬剤効きにくい） 

成虫 

被害にあった太ねぎ 



第7号 発行：阪神地区営農振興協議会農業技術分科会北部分科会

調査日 令和元年８月１９日（月） 調査地区 宝塚・猪名川

品目 発生病害虫
希釈倍率
・使用量

使用時期
使用
回数

えだまめ カメムシ類 ２０００倍 収穫７日前まで ２回以内

オオタバコガ ２０００倍 収穫前日まで ２回以内

ハダニ類 ２０００倍 収穫前日まで ４回以内

アザミウマ類 ２０００倍 収穫３日前まで ２回以内

黒斑病 ２０００倍 収穫前日まで ２回以内

３ｋｇ/１０a

２５０ｇ/１０ａ

おすすめです！！

登録内容を確認の上使用下さい。プレバソンフロアブル５やベリーマークＳＣが

生息し、葉を食害します。被害部は、若齢幼虫では表皮を残して白色かすり状になり

ますが、多発時には葉脈だけ残しレース状になります。

（防除ポイント）卵からかえった若齢幼虫（１～２齢）は集団となって葉を食害し

ますが、その後成長するに従い分散していくので、若齢のうちに防除を行いましょう。

要注意害虫　ハイマダラノメイガ（ダイコンシンクイムシ）

キャベツやハクサイ、ブロッコリーなどのアブラナ科は要注意。定植前には灌注でき

今後の注目病害虫　ハスモンヨトウ

お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまたは阪神農業改良普及センターまで　　　

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

見られました。まだまだ暑い日が続き、野菜類では害虫『ハイマダラノメイガ・ハスモンヨトウ』

の発生が増える予想にあり、今回ハスモンヨトウのトラップを設置しました。秋冬野菜の定植が

始まりますので、定植時の粒剤や、灌注できる薬剤を使用し、病害虫の被害を軽減下さい。

（生体と被害）卵は数百個が一塊となって葉に産みつけられ、幼虫は成長すると４

ｃｍにもなります。８月下旬頃から１０月まで被害が増加します。若齢幼虫は葉裏に

３回以内

スタークル豆つぶ(出穂後7
～10日後が散布適期です)

アフェットフロアブル

稲 カメムシ類

スタークル粒剤(出穂後5～
10日後が散布適期です)

る農薬を使用し、その後２～３週間後には定期的に農薬を散布下さい。灌注薬剤は

気象状況の変化に注意し、病害虫の適期防除に努めましょう
今回の調査では病害虫は太ねぎに黒斑病、オクラ・ナスについてはハダニやテントウムシダマシが

調査地点での発生病害虫の防除薬剤

薬剤名

収穫７日前まで

コテツフロアブル（劇）

ねぎ
スタークル顆粒水溶剤

スタークル顆粒水溶剤

なす
プレバソンフロアブル５

←卵塊（これで数百個の塊） 

若齢幼虫の集団→ 



第６号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

調査日 令和元年７月３０日（火） 調査地区 宝塚・猪名川・川西北部・西宮北部

品目 発生病害虫 薬剤名 希釈倍数 使用時期
使用
回数

えだまめ カメムシ類 スタークル顆粒水溶剤 2000倍
収穫7日前

まで
2回
以内

オオタバコガ・
ハスモンヨトウ

プレパソンフロアブル５ 2000倍
収穫前日

まで
2回
以内

テントウムシダマシ類 ・
ハダニ類

コテツフロアブル（劇） 2000倍
収穫前日

まで
4回
以内

アザミウマ類 スタークル顆粒水溶剤 2000倍
収穫３日前

まで
２回
以内

黒斑病 アフェットフロアブル 2000倍
収穫前日

まで
２回
以内

紋枯病 モンカット粒剤
3～4㎏/10a

湛水散布

出穂30～10日
前まで、但し収
穫14日前まで

3回
以内

スタークル粒剤
（出穂後5～10日後が散布適期で

す）
3㎏/10a

スタークル豆つぶ
（出穂後7～10日後が散布適期で

す）

250～500ｇ
/10a

3本セット 8,790円 8,190円

2本セット 5,860円 5,620円

1本 2,930円 2,870円

3回
以内

収穫7日前
まで

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

梅雨明けによる気象状況の変化に注意しましょう
7月下旬に梅雨明けし、酷暑がつづいております。遮光資材等を使った高温対策を行い、適切な生育環境づくりを心がけま
しょう。また、作業時における熱中症に注意し、こまめな休憩と水分補給を行い、体調管理に気をつけましょう。
今回の調査では、太ネギにアザミウマによる食害・黒斑病、ナスにテントウムシダマシ・タバコガによる食害が見受けられ
ました。水稲については7月末～8月中旬にかけて順次出穂期を迎えます。等級落ちの原因となるカメムシ類について適切な
防除を心がけましょう。

なす

今後の注目病害虫:ハイマダラノメイガ（ダイコンシンクイムシ)

ねぎ

水稲

カメムシ類（今後注意）

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまたは阪神農業改良普及センターまで　　　

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

園芸化成キャンペーン実施中！！まとめて買うなら今！！

秋冬作肥料を買うなら 
 
今がチャンス！！８月３１日まで！！

〈生態と被害〉 
 
ハイマダラノメイガ（ダイコンシンクイムシ）は、一般に高温少雨の条件で多く 
 
発生し、キャベツやハクサイ、ダイコンなどの生長点を食害します。発芽直後 
 
の被害は欠株となり、本葉３～４枚頃の加害では生長が止まり奇形株となり 
 
ます。 
                                                                                     
〈防除ポイント〉 
 
キャベツやハクサイなどの苗を定植する前に、セルトレーにプレバソンフロア 
 
ブル５やベリマークSCなどの農薬を灌注処理すると効果的です。 
 
その後、効果が切れる２～３週間後にアニキ乳剤など、灌注処理した農薬と 
 



第5号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

調査日 令和元年７月９日（火） 調査地区 宝塚・猪名川・川西北部・西宮北部

品目 発生病害虫 薬剤名 希釈倍数 使用時期
使用
回数

えだまめ カメムシ類 スタークル顆粒水溶剤 2000倍
収穫7日前

まで
2回
以内

トマト オオニジュウヤホシテントウ スミチオン乳剤 2000倍
収穫前日

まで
2回
以内

うどんこ病 アミスター20フロアブル 2000倍
収穫前日

まで
4回
以内

オオタバコガ・
ハスモンヨトウ

プレパソンフロアブル５ 2000倍
収穫前日

まで
2回
以内

テントウムシダマシ類 ・
ハダニ類

コテツフロアブル（劇） 2000倍
収穫前日

まで
4回
以内

ねぎ ボトリチス葉枯症 ロブラール水和剤
１０００～
１５００倍

収穫１４日
前まで

3回
以内

3本セット 8,790円 8,190円

2本セット 5,860円 5,620円

1本 2,930円 2,870円

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

圃場の様子をよく観察し、早期防除に努めましょう
　今回の調査では、太ネギに灰色カビ病、トマトやナスの果菜類でテントウムシダマシ、タバコガやうどんこ病が見受けられ
ました。トマトでは、カルシウム不足による尻腐れ症状も見られるため葉面散布にて予防を行いましょう。
　また、畦畔の草刈り等によってえだまめにカメムシの飛来が多く見られますので、適切な防除を心がけましょう。

なす

梅雨明け後の栽培管理について

今後の注目病害虫:テントウムシダマシ類（ｵｵﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ・ﾆｼﾞｭｳﾔﾎｼﾃﾝﾄｳ)

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまたは阪神農業改良普及センターまで　　　

●特徴●
6月～10月と長い期間発生しますが、特に6月～8月にかけて被害が多発します。
露地ナスに発生する事が多いです。
幼虫・成虫と共に葉裏から表皮を残して網目状に食害をします。
被害が多くなると、葉が褐変して枯れる場合もあります。
また、発生が多いと花や果実も食害され、奇形果や傷果になります。
●対策●
成虫が他の圃場・作物より飛来するので、発生初期の防除で被害の軽減に努めましょう。
特にじゃがいも収穫直後にじゃがいもほ場から成虫・幼虫が移動してくることが多いので注意しましょう。

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

　梅雨が明けると天候も安定し、晴天・高温となり土壌が乾燥した状態が続きます。梅雨時期には簡単に吸水できた作物も環
境の急変にさらされます。この時期を上手く乗り切るため、下記の栽培管理を実践しましょう。
①梅雨明け後の灌水は遅れずに
　土質にもよりますが、晴天日が続くと急激に土壌水分が失われます。早めに灌水作業を実施しましょう。
②雑草の吸水力に注意
　除草するかもしくは、雑草を短く刈り込みましょう。ほ場が乾燥している時に除草を兼ねて、通路などの表面を2～4㎝程
度軽く起こすと土壌の毛細管現象が切れ、土壌の乾燥を軽くすることができます。
③大雨に備えて排水対策を行いましょう
　近年は、ゲリラ豪雨による農作物の被害が目立っています。早めの排水対策やほ場準備を心がけてください。

※雨風の後は病害の予防のため殺菌剤（Ｚボルドー等）を散布しましょう。
※冠水等で根傷みしたときは薄めの葉面散布を行って回復を待ち、被害の軽減に努めてください。

園芸化成キャンペーン実施中！！まとめて買うなら今！！

秋冬作肥料を買うなら 
 
今がチャンス！！８月３１日まで！！

成虫 
食害と幼虫 



品目 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数

モスピラン顆粒水溶剤（劇） 2,000倍 収穫前日まで 3回以内

トップジンＭ水和剤
1,500倍～
2,000倍

収穫前日まで 5回以内

アフェットフロアブル 2,000倍 収穫前日まで 3回以内

モスピラン顆粒水溶剤（劇）
2,000倍～
4,000倍

収穫前日まで 3回以内

スタークル顆粒水溶剤 2,000倍 収穫3日前まで 2回以内

プレバソンフロアブル5 2,000倍 収穫3日前まで 3回以内

アディオン乳剤
2,000倍～
3,000倍

収穫前日まで 3回以内

スタークル顆粒水溶剤 2000倍 収穫前日まで 2回以内

えだまめ アファーム乳剤
１,000倍～
2,000倍

収穫3日前まで ２回以内ハスモンヨトウ

アブラムシ類

西宮北部・宝塚・川西北部・猪名川

圃場内をよく観察し、病害虫の動向に注意しましょう

アザミウマ類

葉かび病・灰色かび病

発生病害虫 調査地点での
発生状況

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

小

小

中

今後注意

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまで　　　

HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報をご覧下さい】

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

今後注意

トマト

コナジラミ類 小

太ねぎ

アザミウマ類 中

うどんこ病

シロイチモジヨトウ 今後注意

なす

きゅうり

アザミウマ類

第4号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

今回の調査では、トマト・キュウリといった果菜類を中心に巡回をおこないました。露地・ハウス問わずアザ
ミウマ類の被害が多く見受けられます。今後はまとまった降雨も予想されますので、排水対策に十分に留意頂
くとともに、圃場内をよく観察し、病害虫の早期防除に努めましょう。

令和元年６月２５日調査日 調査地区 

3本セット  8,790円 ⇒ 8,190円！！  

 

～今後の注目病害虫～ 

園芸化成キャンペーン実施中！！まとめて買うなら今！！ 

【アザミウマ類】 

〇発生しやすい条件〇 
・気温が高く、乾燥が続くと発生が多くみられる。 
〇対策のポイント〇 
・非常に小さく細いため、よく観察しないと見えにくい。確認が難しい場合は、
紙の上で葉や花をたたくと虫が落下する。 
・多発すると防除が難しいため、早めの防除を心がける。薬剤はローテー
ション散布を行う。 
・周辺雑草にも広く生育するため、ほ場環境を清潔にする。 
 【シロイチモジヨトウ】 

〇発生しやすい条件〇 
・夏季高温期に発生が多くみられる。 
・野菜類以外に花き類も加害する。主に夜間に活動する。                                              
・茎葉の柔らかい部分を好んで食害する性質があり、定植直後の被害には特に注意する。 

～排水対策も忘れずに～ 

〇大雨や長雨に備えましょう 
・梅雨入り後、長雨や突然のゲリラ豪雨等の発生により、ほ場に水がたまる可能性が増えます。 
 長時間ほ場に水がたまると、根がいたむことで生育不良の原因となります。 

2本セット  5,860円 ⇒ 5,620円！ 
1本  2,930円 ⇒ 2,870円！ 

秋冬作肥料を買うなら 
 
今がチャンス！！８月３１日まで！！！ 

アザミウマ類による被害 

シロイチモジヨトウ 

〇対策のポイント〇 
・ほ場を観察し、卵塊や若齢幼虫が付着している葉や被害残渣は、直
ちにほ場の外で処分する。 
・雑草にも寄生するので、ほ場周辺の除草を行う。 



品目 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数

トマト トップジンＭ水和剤
1,500倍～
2,000倍 収穫前日まで 5回以内

2,000倍～
3,000倍

2000倍

きゅうり スタークル顆粒水溶剤 2,000倍 収穫前日まで ２回以内

キャベツ アファーム乳剤
１,000倍～
2,000倍

収穫前日まで 3回以内

えだまめ アファーム乳剤
１,000倍～
2,000倍

収穫3日前まで ２回以内

オクラ スタークル顆粒水溶剤 2,000倍 収穫前日まで 2回以内

西宮北部・宝塚・川西北部・猪名川

高温・多湿に伴う病害・害虫の発生に注意！！

テントウムシダマシ類

葉かび病・灰色かび病

発生病害虫
調査地点での

発生状況

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまで　　　

HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報をご覧下さい】

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

ナス

小

ウリハムシ

アブラムシ類

アブラムシ類

ハスモンヨトウ

アオムシ

第3号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

今回の調査では、トマト・ナス・キュウリ・早生枝豆といったこれから出荷が増えてくる露地野菜を中心に巡
回をおこないました。今回の調査では、目立った発生はみられませんでしたが、気温が高い日が続き、近畿地
方の梅雨入りになることもあり、今後の発生に注意が必要です。病害虫の発生には十分注意し、早期防除に努
めましょう。

令和元年６月６日

3回以内

ー

小

小

アディオン乳剤 収穫前日まで

小

小

小

調査日 調査地区 

～今後増えてきそうな虫たち～ 

3本セット  8,790円 ⇒ 8,190円！！  

 

ついに梅雨入り！早めに防除をおこないましょう！ 

園芸化成キャンペーン実施中！！まとめて買うなら今！！ 

↑ナスに群がるアブラムシ 

【アブラムシ類】 
〇発生しやすい条件〇 
・一般的には降雨が少なく，乾燥した条件で発生が多い。 

・施設栽培では降雨や天敵の影響を受けないことから，防除を怠ると短期  
 間のうちに高密度になり，被害が発生しやすい。 
〇対策のポイント〇 

・小さなコロニーが散見され始めたら，ただちに薬剤散布等防除をおこなう。 

【ハダニ】 
〇発生しやすい条件〇 
・梅雨期に降雨が少ない年には発生が多くなる。 
・同一作物を連作すると，前作で発生したハダニ類が新しく栽培された作
物に移動するため発生が多くなる。 
・圃場内または圃場周辺に雑草が多いと，そこが発生源になる 
〇対策のポイント〇 
・圃場や施設周辺を除草し，発生源を除去する。 

～排水対策も忘れずに～ 
〇大雨や長雨に備えましょう 
・梅雨入り後、長雨や突然のゲリラ豪雨等の発生により、ほ場に水がたまる可能性が増えます。  
 長時間ほ場に水がたまると、根がいたむことで生育不良の原因となります。 

2本セット  5,860円 ⇒ 5,620円！ 
1本  2,930円 ⇒ 2,870円！ 

秋冬作肥料を買うなら 
 
今がチャンス！！８月３１日まで！！！ 



品目 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数

ナス コテツフロアブル（劇） 2000倍 収穫前日まで 4回以内

ゼンターリ顆粒水和剤 1000～2000倍
発生初期但し
収穫前日まで -

アディオン乳剤 3000倍 収穫7日前まで 5回以内

トマト モスピラン顆粒水溶剤（劇） 2000倍 収穫前日まで ３回以内

(野菜類)
タマネギ アザミウマ類 多

アブラムシ類 多

今後注意コナガ

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

テントウムシダマシ類 今後注意

ヨトウムシ 少

アオムシ

発生病害虫 調査地点での
発生状況

第2号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

　今回の現地調査では、キャベツ・ジャガイモ・アスパラ・タマネギ・トマトといった露地野菜を中心に
巡回しました。前回の調査に比べ天気が良く、気温も高めであったため、病気はほとんど見られませんで
したが、キャベツでは鱗翅目の食害がみられ、トマトではアブラムシの発生が見られました。また、タマ
ネギではアザミウマによる被害が見受けられました。今後も気温上昇に伴い、病害虫の発生が増加傾向に
ありますので、圃場内をよく観察し、早期防除に努めましょう。

2019/5/17

気温上昇に注意！！

宝塚・猪名川・川西北部・西宮北部

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまで　　　

HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

キャベツ

アブラムシ類 多

今後注意 アディオン乳剤 2000倍 収穫3日前まで 5回以内

調査日 調査地区 

今後注意するべき害虫 タマネギのアザミウマ類 

 干ばつやゲリラ豪雨など降水量の変化が極端になる中、水管理を十分におこなっているかが重要なポイントになってきます。 
 

○気温が高い日や雨の降らない日が続くと、表面の乾き方は同じでも土中の水分は少なくなっています。いつもより多く灌水することを意識して 

下さい。 

○灌水を増やすときは、1回の量を増やすのではなく、回数を増やしましょう。高温時に水をためないように気をつけてください。 

○乾燥状態になると、ハダニ類やアザミウマ類などの害虫が発生しやすくなります。こまめに散水することで、小さな害虫の発生を抑えることが 

できます。 

○ゲリラ豪雨などで長時間水がたまっていると根が傷んで生育不良や病害が発生します。速やかに排水できるように畝間や排水溝をさらって 

おきましょう。 

○台風等の後で、作物が傷ついたときは、病気の発生を助長するため、灌水は控えて下さい。 

病害虫の発生や作物の生育を左右する水管理の注意点 

〈被害の様子〉 

○成幼虫が葉に寄生し、葉の表層をなめるように加害する。そのため，被害を受けた部分はカスリ状に白くなる 

○食害痕から病原菌が侵入し、黒斑病や軟腐病（芯腐れ、内部腐敗）が発生することがある。 

○ウイルス病（葉の色むら、萎縮）を媒介することがある。 

●ネギ類以外に広範な野菜、花き、果樹類にも寄生するため、タマネギの倒伏、収穫後にほかの作物に移動し、大きな被害をもたらすことがある。 
 

〈虫の特徴〉 

○体長１～１．６ミリと非常に小さく細い、また、成長点付近（葉の分岐周辺）に潜んでいるため、よく観察しないと見えにくい。 

 発生の確認が難しい場合は、白い紙の上で葉をたたいて虫を落下させると確認しやすい。 
○高温・乾燥が続くと多発しやすく、特に空梅雨で高温乾燥の年は発生が多くみられる。 
 

〈対策〉 
○多発すると防除が難しいため、早めの防除を心がける。薬剤はローテーション散布を行う。 
 ７～１０日に１回のペースで２～３回の連続散布が効果的。  
○周辺雑草にも広く生育するため、適切な雑草管理を行う。 

←ネギ被害イメージ 

↑玉ネギ被害イメージ 



品目 薬剤名 希釈倍数 使用時期 使用回数

イチゴ コテツフロアブル（劇） 2000倍 収穫前日まで 2回以内

ゼンターリ顆粒水和剤 1000～2000倍
発生初期但し
収穫前日まで -

アディオン乳剤 3000倍 収穫7日前まで 5回以内

トマト ベルクート水和剤 3000～6000倍 収穫前日まで 3回以内

調査地点での
発生状況

5回以内

タマネギ
アザミウマ類

収穫3日前まで

第1号 発 　行　：阪神地区営農振興協議会　農業技術分科会　北部分科会

　今回の現地調査では、キャベツへのモンシロチョウの産卵痕・タマネギへのヨトウムシ類の食害痕が確
認されました。今後、気温の上昇に伴い、病害虫の発生が増加する可能性がありますので、圃場内をよく
観察し、早期防除に努めましょう。また、急な大雨に備え、排水対策を実施しましょう。

平成31年4月23日(火)

気温の上昇に伴う病害虫の発生に注意！

宝塚・猪名川・川西北部・西宮北部

　　　　　　お問い合わせはJA兵庫六甲　お近くの営農支援センターまで　　　

HPアドレス【 https://www.jarokko.or.jp/　生産者の皆様へ→病害虫発生予察情報 をご覧ください】

ＪＡ兵庫六甲のホームページにカラーで掲載させていただいております。

今後注意

葉かび病 今後注意

今後注意アオムシ

調査地点での発生病害虫と防除薬剤

ハダニ類 多

ヨトウムシ類 少

キャベツ
アブラムシ類 多

アディオン乳剤 2000倍

発生病害虫

調査日 調査地区 

今後の注目病害虫 アブラムシ類・アザミウマ類 

〈症状〉 
○成虫や幼虫が、吸汁加害する。作物の新芽や展開中の葉裏に多く寄生する。 
○特に群生して発生した場合は、生育が著しく遅れたり、排泄物で葉が黒く汚れ、すす病にかかること
もある。また、ウイルスに感染した作物を吸汁すると、体内でウイルスを増殖させる。その後、健全な
作物にウイルス病を媒介する。 
〈虫の特徴・発生生態〉 
○体長1～2mm程度と小さいため、よく観察しないと見えにくい。  

○体色は種類や環境によって異なり、薄緑や濃緑、暗褐色、赤、黄色など様々である。 
○晴天・乾燥が続く環境で多く発生し、春や秋に多く見られる。 
○自然界では卵や幼虫で越冬し、春先から発生するが、施設内では年間を通して見られる。 
〈対策〉 

○作物の窒素含有量が多く、葉色が濃い植物を好む傾向にあるため適正施肥を心がける。 
○葉裏にかかるよう薬剤散布を丁寧に行う。但し、世代交代が早いため、ローテーション散布を心掛け

アブラムシ類について 

アザミウマ類について 
〈症状〉 
○成幼虫がネギやトマト・きゅうりなどに寄生し、葉の表層をなめるように加害する。このため、食害さ
れた箇所は色が抜けて白くなり、光が当たると銀色に見える「シルバーリング」症状を呈する。 果菜類
では、吸汁による萎縮や奇形果が見られる。 
〈虫の特徴・発生要因〉 
○非常に小さく細いため、よく観察しないと見えにくい。確認が難しい場合は、紙の上で葉や花をたたく
と虫が落下する。 
○気温が高く、乾燥が続くと発生が多くみられる。 
〈対策〉 
○多発すると防除が難しいため、早めの防除を心がける。薬剤はローテーション散布を行う。 


